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テーマ 自己有用感を育み社会参加への意欲に繋げる交流及び共同学習の工夫

サブテーマ
「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面を取り入れた交流シート
の活用

概要

本研究は、自己有用感を育む交流について検討し、「主体的な活
動」「協働的な活動」「他者評価」の3つの場面を交流に盛り組むこ
とを明らかにした。また、目標やポイントとなる3つの場面を共有す
る「交流シート」を作成・活用し、社会参加の意欲に繋げていく交流
を行った。
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成果

・先行研究より、交流における「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」場面
の必要性を明らかにし、交流の手立てを明確化出来た。

・「交流シート」の活用で、教師間で情報共有でき、3つの場面を交流の活動に効果
的に盛り込めた。

・交流に3つの場面を取り入れることで、自己有用感が育まれ、社会参加の意欲に繋
げることができた。
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３つの場面を盛り込んだ交流シート
☆交流シート☆ 

                     班 

 

☆題材名 

   

 

☆交流形態（１対１、２対２など） 

   

 

☆自己有用感を高めるための行動目標 

 ポイント① 主体的な活動場面（よさを見てもらえる場面） 

     １段階： 作業に取り組んでいる姿を見せる 

     ２段階： 活き活きと作業しているところを見せる（主体的に） 

     ３段階： 作業の方法について中学生に教える（作業の手本となる） 

 ポイント② 協働的な活動場面 

     １段階：少し離れた場所でも、同じ空間で作業に参加する 

     ２段階：同じ作業ではなくても、一緒に参加をする 

     ３段階：一緒に協力しながら参加をする 

生徒名 

（本校） 

①主体的な活動場面 ②協働的な活動場面 
得意な作業など 

生徒名 

（中学校） 目標 実際の行動 目標 実際の行動 

  
１・２・３  １・２・３   

  
１・２・３  １・２・３   

  
１・２・３  １・２・３   

  
１・２・３  １・２・３   

  
１・２・３  １・２・３   

  
１・２・３  １・２・３   

 

①主体的な活動
②協働的な活動

③他者評価 ３つの場面

「本校の普段の授業」「１対１」「教える(手本を示す)」
「ものづくり」「３つの場面設定」を盛り込んだ交流

情報共有
ツール検討


